
 

【注意喚起】竜巻被害の発生 

 

【ポイント】 

○竜巻は、毎年、米国において、特に５月と６月に、主にロッキー山脈以東の米

国中西部及び南部地域で多く発生する傾向にあります。 

○現地気象情報などを通して、最新情報の入手に努めるとともに、ご自宅又は旅

行先等において竜巻に遭遇した場合には、下記の方法も活用し、ご自身の安全確

保を最優先した行動に努めて下さい。 

 

【本文】 

１ 報道によると、５月２１日（火）、アイオワ州において竜巻が発生し、特に

グリーンフィールド地区では多数の死傷者が出ているとのことです。 

 

２ 竜巻は、毎年、米国において、特に５月と６月に、主にロッキー山脈以東の

米国中西部及び南部地域で多く発生する傾向にあります。また、統計によります

と、米国での竜巻により、年平均５０人以上もの方が亡くなっており、当館管轄

地域においても、２０１１年５月、ミズーリ州において死者１５８人を記録する

竜巻が発生、２０２１年６月には、イリノイ州ネイバービル市付近において、邦

人ご家族が被災し、２０２１年１２月にも、イリノイ州など複数の州で多数の竜

巻が発生し、９０人の死亡が確認されるなどしています。 

 

３ 在留邦人及び旅行者の皆様におかれましては、現地気象情報などを通して、

最新情報の入手に努めるとともに、ご自宅又は旅行先等において竜巻に遭遇し

た場合には、以下の方法により、ご自身の安全を確保してください。 

【竜巻からご自身の安全を守る方法】 

（屋外にいる場合） 

○近くの頑丈な建物に避難する。 

○頑丈な構造物の物陰に入って身を小さくして、頭と首を守る。 

○車庫・物置、プレハブには避難しない。 

○倒壊する可能性があるため、電柱や太い樹木に近づかない。 

○飛来物に注意する。 

（屋内にいる場合） 

○シャッターや雨戸を閉める。 

○窓やカーテンを閉め、窓から離れる。 

○建物の 1階（最下階）に移動する。 

○家の中心部に近い、窓のない部屋に移動する。 



○丈夫な机やテーブルの下に入るなど、身を小さくして頭と首を守る。 

 

 

※ この情報は、お知り合いの方や旅行者にも是非お知らせ下さい。 

※ このメールは、在留届にて届け出られたメールアドレス及び「たびレジ」に

登録されたメールアドレスに自動的に配信されております。「たびレジ」簡易登

録をされた方で、メールの配信を停止されたい方は、以下のＵＲＬから停止手続

きをお願い致します。 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/simple/delete 

※ 「在留届」を提出された方で帰国，他国（州）へ転居された方は、以下のＵ

ＲＬから帰国又は転出届を提出願います。 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/residencereport/login 

 

【問い合わせ先】 

在シカゴ日本国総領事館   

Tel: (312) 280-0400（24 時間対応）   

Fax: (312) 280-9568   

Email: ryoji1@cg.mofa.go.jp 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/simple/delete
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/residencereport/login

